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要 旨

福島県で採集したサケツバタケを用いて、菌糸の伸長量、培地材料、子実体収量、菌床

埋込時期などについて検討した。サケツバタケは、５～35℃で成長し、最適培養温度は25

℃であった。最適pHは５～８であり、培養後の培地pHは３前後と一定の値となった。コナ

ラ鋸屑にフスマもしくは米ぬかを混合した培地では、菌糸伸長量、子実体発生量が少なく

培地基材としてコナラ鋸屑単独での使用は不適であると考えられる。バーク堆肥に等量の

コナラ鋸屑を混合した場合には、バーク堆肥単独で用いた物と菌糸伸長量、子実体発生量

共に大きな差がないことがわかり、栽培用培地として十分利用可能であった。培地埋込時

期と発生時期の関係では、秋期に発生させるのであれば当年の５～８月に、春期に発

生させるのであれば前年の９月から当年の２月に埋め込むのが良いと思われた。使

用した10菌株の中では子実体収量が多く、ひだの色の灰白色なSR-05株が栽培に有利

な系統であると思われた。
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Ⅰ はじめに

県内に自生し、食用とされる野生きのこ類には、地域性を生かした特産品化の要望が高

い物が多い。サケツバタケは野外に大量発生することがあり、新たな栽培きのことして、

人工栽培化の期待がもてるきのこである。栽培が可能になれば、少量多品目生産の１品目

になると思われる。

本研究では、サケツバタケの生態を調査すると共に、人工栽培化を図ることを目的とす

る。

Ⅱ 試験内容

１ 発生環境調査

サケツバタケは人工栽培の要望が高いが生態がよくわかっていない。そこでサケツバタ

ケの生態を明らかにする目的で、発生地の調査を行った。調査項目は、子実体の発生場所

のpHと含水率とした。場所は下記３ヶ所とした。なお、①の須賀川市未来博跡地について

は、研究開始前の2002年に調査を行っている。

①須賀川市未来博跡地

②浅川町城山地内

③白沢村モモ畑

２ 栽培法の検討

（（（（１１１１））））最適培養温度最適培養温度最適培養温度最適培養温度とととと培地培地培地培地pHpHpHpH

サケツバタケの最適培養温度を検討するために、直径90㎜ＭＹＰＧＡ培地（麦芽エキ

ス0.2％、酵母エキス0.2％、ペプトン0.2％、グルコース２％、アガロース1.5％）平板

培地の中央に、予め平板培養した培養菌糸体コロニー先端部分からコルクボーラーで打

ち抜いた５㎜ディスクを接種し、５～40℃間で５℃間隔の温度設定で、暗黒下静置培養

を行った。また、35℃、40℃については、７、14、21、28日間培養後22℃に移して10日

間培養し、菌糸体の成長の有無より生死を判定した。供試枚数は、各試験区シャーレ８

枚とした。測定は、接種４日後から18日後までの14日間の菌そう直径を測定し、１日当

たりの平均成長量を求めた。菌株は福島県保有菌株 SR-03、SR-05の２菌株を使用した。

最適培地pHを検討するために、ＭＹＰＧ培地（麦芽エキス0.2％、酵母エキス0.2％、

ペプトン0.2％、グルコース２％）に0.1Ｎ塩酸、0.1Ｎ水酸化ナトリウムを添加し、pH

を３から８に調整し、100ml容三角フラスコに20mlづつ分注し、pH３～６はオートクレ

ーブ（121℃、20分）で加圧滅菌、pH７、８はろ過滅菌を行い、予め平板培養した培養

菌糸体コロニー先端部分からコルクボーラーで打ち抜いた５㎜ディスクを接種し、25℃

暗黒化で20日間静置培養後、№６ろ紙（ADVANTEC）でろ過した後蒸留水で十分洗浄し、

接種源培地を取り除き、菌糸塊を105℃で24時間乾燥させてその乾燥菌糸体重量を測定

した。重量はフラスコ１個あたりの平均値と標準偏差で示した。各区フラスコ８本ずつ

とした。菌株は福島県保有菌株 SR-05株を使用した。

（（（（２２２２））））培地基材培地基材培地基材培地基材・・・・栄養剤別培地栄養剤別培地栄養剤別培地栄養剤別培地によるによるによるによる菌糸成長試験菌糸成長試験菌糸成長試験菌糸成長試験

培地基材はバーク堆肥、コナラ鋸屑、栄養剤はフスマ、米ぬかを使用した。バーク堆

肥：フスマ＝10：２、v/v（以下、ＢＷ培地とする）のほか、バーク堆肥：コナラ鋸屑

：フスマ＝５：５：２、v/v（以下、ＢＯＷ培地とする）、コナラ鋸屑：フスマ＝10：
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２、v/v（以下、ＯＷ培地とする）、バーク堆肥：米ぬか＝10：２、v/v（以下、ＢＲ培

地とする）、バーク堆肥：コナラ鋸屑：米ぬか＝５：５：２、v/v（以下、ＢＯＲ培地

とする）、コナラ鋸屑：米ぬか＝10：２、v/v（以下、ＯＲ培地とする）、に調整した。

よく攪拌したのち、水道水を加えて含水率約65％にした。これら調整した培地について、

直径25㎜の試験管に100ｇずつ、長さ120㎜になるように詰め、121℃90分間の高圧殺菌

を行った。これらの床面に上記種菌を約５ｇ接種した。22℃湿度60％の培養室で暗黒静

置培養を行い、床面から下方に伸長する菌糸体先端部について、試験管周囲４方向に印

を付け、培養７日後から28日後の21日間の距離を測定し菌糸伸長量とした。各区試験管

８本とした。菌株は福島県保有菌株 SR-05株を使用した。

（（（（３３３３））））培地基材培地基材培地基材培地基材・・・・栄養剤別培地栄養剤別培地栄養剤別培地栄養剤別培地によるによるによるによる栽培試験栽培試験栽培試験栽培試験

（２）に示した培地について、よく攪拌したのち、水を加えて含水率を約65％に調整

した。その１kgをポリプロピレンの袋に詰め、縦10㎝、横13㎝、高さ10㎝とし、菌床の

中央に直径２㎝、高さ10㎝の穴を開けた。100℃60分間、121℃90分間の高圧滅菌を行い、

15℃の放冷室で一晩放冷後、上記種菌を約30ｇ接種した。菌株は福島県保有菌株SR-05

株を使用した。培養温度は、高温によるコンタミの危険性とサケツバタケの菌糸体成長

良好な範囲を考慮して20±２℃とし、培養期間は60日として、埋込は2004年６月21日に

行った。子実体の発生はガラス温室内で行った。縦34㎝、横49㎝、高さ10㎝箱にバーク

堆肥を薄く敷き、ポリプロピレンの袋を取り除いた菌糸の蔓延した菌床を水平に切断し

２個並べ菌床のまわりと上部に２㎝の厚さになるようにバーク堆肥で覆土した。直射日

光を避けるためにガラス室の内部を遮光ネット（遮光率80％）で覆い、発生舎とした。

温度の調整は特に行わず、適宜散水した。子実体の傘が８分開きの時に収穫し、直ちに

箱毎の生重を計測した。１菌株あたり４回繰り返しで行った。

写－１ 培地を水平に切断 写－２ １箱に菌床２個埋込

（（（（４４４４））））菌床培地菌床培地菌床培地菌床培地におけるにおけるにおけるにおける埋込時期埋込時期埋込時期埋込時期とととと発生時期発生時期発生時期発生時期のののの関係関係関係関係

ＢＯＷ培地を使用した。菌株は福島県保有菌株 SR-03、SR-05の２菌株を使用した。

栽培方法は（３）と同様とし、埋込は2004年４月30日、６月１日、７月１日、８月２

日、９月１日、10月１日、11月２日、12月１日、2005年１月３日、２月１日に行った。

菌床培地の作成はそれぞれ埋め込む日の約60日前に行った。子実体の発生はガラス温室

内で行い、傘が８分開きの時に収穫し、直ちに箱毎の生重を計測した。１菌株あたり２

回繰り返しで行い、結果は平均値で示した。
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３ 菌株選抜試験

2002年6月に須賀川市（SR-03）、2003年5月に郡山市（SR-04）、2003年6月に郡山市（SR

-05）、2003年5月に浅川町（SR-06）、2003年5月に浅川町（SR-07）、2003年5月に浅川町（S

R-08）、2004年5月に本宮市（SR-10）、2004年5月に本宮市（SR-11）、2004年5月に本宮市

（SR-12）、2004年10月に川内村（SR-14）で採集し、保存していた10菌株を使用した。

２（３）の結果から、発生量がＢＷ培地より若干少ないが、扱いやすいＢＯＷ培地を使

用した。

栽培方法は２（３）と同様とし、埋込日は2005年６月10日とした。子実体の発生はガラ

ス温室内で行い、傘が８分開きの時に収穫し、直ちに箱毎の生重を計測した。１菌株あた

り４回繰り返しで行った。

Ⅲ 結果と考察

１ 発生環境調査

（（（（１１１１））））未来博跡地未来博跡地未来博跡地未来博跡地

調査年月日は、2002年６月７日である。未来博跡地の生活環境保全林管理道上で発生

した。きのこ発生箇所はウッドチップを敷いた歩道上のみで、歩道以外での発生はなか

った。発生きのこは、サケツバタケの他、ツバナシフミヅキタケも見られた。発生時期

は、５月20日頃から６月10日頃までであった。ウッドチップ内には菌糸束があり、菌糸

束の延長上にきのこの発生が見られた。理化学調査として、ウッドチップのpHと含水率

を測定したが、pHは5.5、含水率は62.9％であった。根株及び末木枝条を粉砕して得ら

れたウッドチップにサケツバタケ等の胞子が飛来したものと考えられる。さらに、当該

地内の温度、湿度等の環境がサケツバタケ等の成育に適していたものと考えられた。

写－３ 管理道上で大量発生した 写－４ ツバナシフミヅキタケ 写－５ 菌糸束

サケツバタケ

（（（（２２２２））））浅川町城山地内浅川町城山地内浅川町城山地内浅川町城山地内

調査年月日は、2003年５月26日である。浅川町城山地内の生活環境保全林管理道上で

発生した。きのこ発生箇所は未来博跡地と同じウッドチップを敷いた場所での発生であ

った。ウッドチップは歩道外にも置かれてあり、そこからも発生していた。発生きのこ

は、サケツバタケの他、ツバナシフミヅキタケも見られた。発生は、５月20日頃からで

ある。ウッドチップ内には菌糸束があり、菌糸束の延長上にきのこの発生が見られた。

理化学調査として、ウッドチップのpHと含水率を測定したが、湿潤地でpH5.0、含水率
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は 61.2％、乾燥地でpH3.9、含水率は22.4％であった。根株及び末木枝条を粉砕して得

られたウッドチップにサケツバタケ等の胞子が飛来したものと考えられるが、未来博跡

地と同じ資材を用いているため、サケツバタケやツバナシフミヅキタケの胞子は、ウッ

ドチップを集積していた場所で感染したと思われる。

（（（（３３３３））））白沢村白沢村白沢村白沢村モモモモモモモモ畑畑畑畑

調査年月日は、2004年５月27日である。白沢村のモモ畑で発生した。きのこ発生箇所

はモモの苗木に散布した堆肥の上からの発生であった。発生きのこは、サケツバタケの

他、ツバナシフミヅキタケも見られ、堆肥内には菌糸束が蔓延していた。発生は、５月

10日頃からである。理化学調査として、堆肥のpHと含水率を測定したが、pHは6.6、含

水率は53.2％であった。モモの木に散布した堆肥にサケツバタケ等の胞子が飛来したも

のと考えられるが、この堆肥を使用した多くの場所で、発生が確認されていることから、

現地で感染したのではなく、堆肥の集積場で感染したと思われる。

写－６ 堆肥を散布したモモ畑 写－７ 堆肥上から発生したサケツバタケ

２ 栽培法の検討

（（（（１１１１））））最適培養温度最適培養温度最適培養温度最適培養温度とととと培地培地培地培地pHpHpHpH

サケツバタケの培養温度特性について図－１に示す。２菌株とも５～35℃で成長を示

し、５～10℃では２菌株とも１㎜/日以下と緩やかな成長が見られ、20～30℃では2.4㎜

/日以上と良好な成長が見られた。また、35℃では２菌株ともに28日でも枯死に至らず、

わずかながら成長した。全く成長のみられなかった40℃については、両菌株共に14日で

死滅した。本試験結果により14日間以内に死滅することから長時間の高温暴露は危険だ

と考えられる。
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培地初発pHの二核菌糸体成長への影響の結果を図－２に示す。３～８の広い範囲で成

長がみられ、最適pHは５～８とみられた。現在通常使用されている木屑培地、バーク堆

肥培地のpHは５～７の範囲にあり、この点では他の食用きのこと大きな違いはなく1、2、3、

4、５）、本きのこに特別なpH調整は必要ないと考えられた。20日間培養後の培地pH値は表

－１に示すとおりおよそ３となった。この結果は、シイタケ同様6、7）、サケツバタケ菌

糸体が培養中に有機酸等の酸性物質を放出しているためと考えられる。

（（（（２２２２））））培地基材培地基材培地基材培地基材・・・・栄養剤別培地栄養剤別培地栄養剤別培地栄養剤別培地によるによるによるによる菌糸成長試験菌糸成長試験菌糸成長試験菌糸成長試験

試験管に詰めた培地基材・栄養剤別培地による菌糸体成長量試験の結果を図－３に示

す。最も成長の優れているのがＢＷ、ＢＲ培地の65.5㎜、続いてＢＯＲ培地の59.0㎜、

最も生育の悪かったのがＯＷ培地で38.6㎜であった。フスマ、米ぬか等の栄養剤による

差より、培地基材による差が大きかった。キサケツバタケの培養では、バーク堆肥に混

合するコナラ鋸屑の割合が高くなるほど菌糸蔓延率が低くなると報告している8）が、本

試験のサケツバタケについてもコナラ鋸屑の量が多くなると菌糸体成長量が少なくなる

傾向が見られた。

（（（（３３３３））））培地基材培地基材培地基材培地基材・・・・栄養剤別培地栄養剤別培地栄養剤別培地栄養剤別培地によるによるによるによる栽培試験栽培試験栽培試験栽培試験

培地基材・栄養剤別培地での栽培試験の結果を図－４に示す。収量の最も多かったの
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培地の 菌株名

初発ｐＨ SR-05

3 2.9

4 3.1

5 3.1

6 3.1

7 3.2

8 3.2



- 23 -

がＢＲ培地で505ｇ、続いてＢＷ培地で490ｇであり、バーク堆肥とコナラ鋸屑を混合し

たＢＯＷ培地、ＢＯＲ培地ではそれぞれ470ｇ、460ｇの収量であった。これに対し、コ

ナラ鋸屑だけを培地基材にしたＯＷ培地、ＯＲ培地はそれぞれ210ｇ、130ｇと他の培地

と比較して半分以下の収量となっており、培地基材としてコナラ鋸屑単独での使用は不

適であると考えられる。培地基材として、バーク堆肥に等量のコナラ鋸屑を混合した場

合には、バーク堆肥単独で用いた物と菌糸伸長量、子実体発生量共に大きな差がなかっ

た。バーク堆肥はコナラ鋸屑に比べてコストが高いこと、また、培地基材として単独で

用いると、攪拌のとき団子状になるために扱いづらいという欠点があるが、バーク堆肥

に等量のコナラ鋸屑を混合することで栽培用の培地として十分使用できることがわかっ

た。栽培試験においても菌糸体成長量試験同様、フスマ、米ぬか等の栄養剤による差よ

り培地基材の差が大きかった。なお、子実体の発生時期は埋め込んだ当年の９月６日か

ら11月３日までであったが、ガラス室の９月の平均気温は22.3℃であり、10月の平均気

温は14.8℃であり、11月１日～３日までの平均気温は15.2℃であった。

覆土をして子実体を発生させるきのことしてツクリタケやヒメマツタケ、ニオウシメ

ジがある9、10）が、サケツバタケも覆土をするきのこであり、覆土をしないと子実体が発

生しないことが知られている11）。覆土は床の水分や通気を保ってきのこの発生を促すこ

との他に子実体発生の場を提供し、子実体の支持に役立つと言われている9）。サケツバ

タケの発生位置を見ると培地の真上からの発生は少なく、培地のまわりや箱の外側付近

からの発生が多く見られた。箱の内部には菌糸束が多数伸び、菌糸束上に子実体が形成

されていたことから、サケツバタケの覆土の場合には、埋め込んだ培地から菌糸束が伸

びる場所が必要であると思われ、培地の上部より培地のまわりの被覆が重要ではないか

と考えられた。

（（（（４４４４））））菌床培地菌床培地菌床培地菌床培地におけるにおけるにおけるにおける埋込時期埋込時期埋込時期埋込時期とととと発生時期発生時期発生時期発生時期のののの関係関係関係関係

埋込時期と発生時期の関係を表－２に示した。2004年５月から８月に埋め込んだ試

験区では、総発生量がSR-03株では248～318ｇ、SR-05株の406～444ｇであった。この

うち2004年秋期に発生したのが、SR-03株では238～288ｇ、SR-05株の378～411ｇであり、

全体の約９割が埋め込んだ当年の秋期に発生していた。2004年９、10月に埋め

込んだ試験区では、総発生量がSR-03株ではそれぞれ262、294ｇ、SR-05株の382、42

1ｇであった。このうち2004年秋期に発生したのが、SR-03株では25、11ｇ、SR-05株の2
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3、０ｇであり、2005年春期に発生したのが、SR-03株では213、257ｇ、SR-05株の31

7、394ｇであった。また、2005年秋期に発生したのが、SR-03株では24、26ｇ、SR-05株

の42、27ｇであり、全体の約８割が埋め込んだ次の年の2005年春期に発生した。

最後に2004年11月から2005年２月に埋め込んだ試験区では、総発生量がSR-03株

では248～312ｇ、SR-05株の348～436ｇであった。このうち2005年春期に発生したのが、

SR-03株では224～279ｇ、SR-05株の305～391ｇであり、全体の約９割が 2005年春期

に発生した。サケツバタケは春～秋に子実体が発生すると言われているが、今回

の栽培試験により菌株によらず、秋期に偏ることなく春期にもきのこが発生する

ことが確認できた。きのこが発生していた時期は、2004年が９月６日から11月３

日まで、2005年は春期が５月10日から７月18日、秋期は９月13日から11月10日

とこの期間の間に散発的に発生した。ガラス室の2004年９月の平均気温は22.3℃、1

0月の平均気温は14.8℃、11月１日～３日までの平均気温は15.2℃であった。また、200

5年５月の平均気温は15.4℃、６月の平均気温は22.2℃、７月１日～18日までの平均気

温は22.7℃であった。９月の平均気温は21.8℃、10月の平均気温は16.3℃、11月１日～

10日までの平均気温は12.8℃であった。また、2005年は７月19日から９月12日まで

子実体が発生しなかったが、この期間は平均気温25℃以上であった。このことか

ら、平均気温が13～23℃程度で子実体が形成されると思われた。

総発生量は１㎏培地重あたり、SR-03株で248～318ｇで平均すると286.4ｇ、SR-

05株で348～444ｇで平均すると405.7ｇであった。繰り返し数が２回と少ないた

め統計上の差は示せないが、培地埋め込み時期に関係なく、それぞれ一定量収

穫できたことから、秋期に発生させるのであれば当年の５～８月に、春期に発生

させるのであれば前年の９月から当年の２月に埋め込むのが良いと思われた。

表―２ サケツバタケ栽培における菌床埋込時期ときのこ発生時期の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き の こ 発 生 量 （ｇ／箱） 
 

発  生  時  期       

菌床埋込時期 2004 年 秋期 2005 年 春期 2005 年 秋期 合   計 

 SR-03 SR-05 SR-03 SR-05 SR-03 SR-05 SR-03 SR-05 

2004 年  ５月 267 378 19 28 0 0 286 406 

６月 238 382 10 33 0 0 248 415 

７月 281 411 33 23 0 0 314 444 

８月 288 400 30 26 0 0 318 426 

９月 25 23 213 317 24 42 262 382 

10月 11 0 257 394 26 27 294 421 

11月 0 0 279 391 33 45 312 436 

12月 0 0 271 379 21 37 292 416 

2005 年  １月 0 0 263 336 27 27 290 363 

２月 0 0 224 305 24 43 248 348 
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３ 菌株選抜試験

ＢＯＷ培地での菌株別の栽培試験の結果を図－５に示した。最も発生量の多い菌株は、

SR-07株の579ｇ、次にSR-06株の522ｇであり、逆に収量の少ない菌株では、SR-03株、SR-

11株の288ｇ、一番発生量の少ない菌株はSR-04株の190ｇであった。子実体の発生量は、

菌株により大きな差があると考えられる。また、覆土資材のバーク堆肥から栄養分を吸収

していることも考えられるため、単純に１㎏培地重量あたりの比較はできないが、培地重

量あたり40％以上の収量を示した菌株は10菌株中６菌株あった。子実体の発生時期は埋め

込んだ当年の９月13日から11月10日まで発生したが、その時のガラス室の９月の平均気温

は21.8℃、10月の平均気温は16.3℃、11月１日～10日までの平均気温は12.8℃であった。

サケツバタケのひだの色は傘が開いていくにしたがって、灰色から暗紫灰色に変化して

いくが、SR-05株はひだの色が灰色のままほとんど変化しない菌株であることがわかった

（写－９）。胞子紋を取ると、普通の菌株の場合には紫褐色になるが12）、SR-05株ほとんど

着色せず、胞子を形成しにくい菌株であると思われた。サケツバタケにおいては、胞子が

成熟するとひだが暗紫灰色になりきのこが汚れて見えるため、ひだの色が灰色のまま変化

しにくいSR-05株は嗜好性に有利であると思われた。

以上の結果から、供試した菌株の中で発生量が１ケース（１kg培地）あたり475ｇと多

いことおよびひだの色を考慮するとSR-05株が栽培に有利な系統であると思われた。

写－８ 発生したSR-05株 写－９ ひだの色が灰色
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